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■公演概要 

【日時】平成 27年 12月 12日（土）開演 16:00（開場 15:30） 

【会場】住吉神社能楽殿（福岡市博多区住吉 3丁目 1-51） 

【演目】焼酎の醗酵音響による現代神楽「甕の音なひ」 

【作曲・構成】藤枝守 

【出演】笙・声：石川高、和琴・声：中川佳代子、舞：上杉満代、太田垣悠 

声（地謡）：つむぎね〜宮内康乃、森戸麻里未、ArisA、浦畠晶子 

声（口寄）：山崎阿弥、土笛：渡辺融 

 【入場料】一般￥2,000（前売）・￥2,500（当日）／学生￥1,500（前売・当日）全席自由  

※公演終了後、アフタートークがございます。 

ゲスト：石川高（雅楽家）、綾杉るな（作家・神社研究家）、長澤宏美（水引デザイナー） 

進行：藤枝守（作曲家） 

【主催】九州大学大学院芸術工学研究院附属ソーシャルアートラボ 

【共催】（公財）福岡市文化芸術振興財団、醗酵音響アートプロジェクト～藤枝研究室（九州大学） 

  【水引デザイン】長澤宏美（ながさわ結納店） 

【音響】尾本研究室（九州大学） 

【協力】京屋酒造（甕提供）、香椎宮（和琴提供）、Sho-Chuプロジェクト 

【制作協力】ムジカキアラ 

 

■特 徴 

今年3月、九州大学大橋キャンパスにて本パフォーマンスのプレビュー公演を行いましたが、このた

び、住吉神社という「神のお膝元」で公演するにあたり、九州の歴史や文化、神聖な自然観がより一層

あらわになるような演出を新たに加えています。舞台には五つの甕が登場し、五色の水引がそれぞれに

結ばれます。甕の中で古来より響いてきた焼酎醗酵の音、神話、伝統的な和楽器が奏でる神遊びの音楽、

コンテンポラリーダンサーと舞踏家が奉納する舞、そして生命の証である呼吸が生み出す自然な声、こ

れらすべての要素が能舞台に流れる悠久の時間の中で一つに結ばれ、調和した世界が創成されます。こ

れは、九州の地に根付く文化と、芸術工学研究院のアート、テクノロジーの協演によって、これまで人

が聞くことのなかった小さな生命の営みに耳を澄まし、その神秘を体感する21世紀の神楽です。 

 

 
 

 

 

【お問い合わせ】 

ソーシャルアートラボ事務局  

電話：092-553-4552 

Mail：sal@design.kyushu-u.ac.jp 

焼酎の醗酵音響による現代神楽「甕の音なひ」 

住吉神社能楽殿ヴァージョン公演のご案内 
 
概 要 

焼酎の醗酵音響を素材とした現代神楽「甕の音なひ」を、平成27年12月12日（土）に福岡市博多

区の住吉神社能楽殿にて上演します。このたび、焼酎が醗酵する際に甕の中で鳴っている音に着目

した作曲家・藤枝守（大学院芸術工学研究院・教授）の発案にもとづき、焼酎の蔵元、神社、博多

水引のデザイナー、九州大学の音響テクノロジーの異分野コラボレーションが実現したことにより、

新しい総合芸術が生まれました。これは、九州の象徴ともいえる焼酎、そして焼酎を取り巻く文化

を、テクノロジーとアートによってとらえ直し、新たな発信力を持たせる斬新な試みです。 

本公演は、九州大学大学院芸術工学研究院ソーシャルアートラボが、平成27年度文化庁「大学を

活用した文化芸術推進事業」の一環で行うものです。 

 

 

 

 

 






